
　心臓が停止すると、４分以内に脳に障害が発生します。心停止となった傷病者にとっては、「心停止か
ら除細動実施までの時間」が治癒後の経過が良好であるか否かを決定するもっとも重要な要因です。放置
しておけば死亡するような傷病者でも、現場で直ちに心肺蘇生が実施されれば、救命されることがあります。
　もしも自分の目の前に倒れている人がいたら・・・あなたの知識と勇気で救える命があります。万が一の時のため
に救急救命の方法を学んでみませんか。

※この活動は、みなさまからお寄せいただいた「日赤活動資金」により行われています。
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救急法勉強会に参加してみませんか  ～知っていれば安心です  心肺蘇生とＡＥＤ～

子育てはたくさんの笑顔とたくさんの手で ～子どもの場所から～
NPO法人ふじみ子育てネットワーク　☎62-5505

日本赤十字社富士見町分区  富士見町赤十字奉仕団（住民福祉課社会福祉係　☎62-9144）

ゆめひろば富士見で広がる親子の時間
　富士見町の中心部に、大きな公園ができました。ジョギングやウォーキング
を楽しめる遊歩道、多様な使い方ができる交流棟、井戸水を汲みあげるところ
から体験でき、この猛暑にはたくさんの親子が涼を求めて集まった水辺エリア、
子どもたち待望の大型遊具、安心して泥遊びができる砂場やプレーパークエリ
ア、走ったり、ゴロゴロしたりしたくなる芝生ゾーンなど、いろんな過ごし方
ができる公園です。
　子育てひろばAiAiでは、週に１回、ゆめひろば富士見の砂場・プレーパークエ
リアで「青空AiAi」を開設しています。砂・土・水という、子どもたちの創造性
を刺激する３点セットで自由に遊ぶことができる
だけでなく、ベンチや木陰もありお母さんたちは
安心して子どもたちを見守ることができます。ま
た交流棟の中に畳敷きスペースがあるので、赤ち
ゃんのお昼寝やおむつ替えもできます。
　お母さんが、安心して子どもを外に連れ出すこ
とができるということは、子どもも安心して外遊
びができる、ということにつながり、結果、子ど

もの体験が豊かになり発達や育ちが促されます。記録的な暑さだったこの夏、芝生エ
リアの放水（スプリンクラー）が、ちょうどミストの役割を果たし、子どもたちはび
しょびしょになりながら走り回ることができました。また、通りがかりの地域の方が、
親子で遊ぶ姿をみつけ、声をかけてくださったり、一緒に遊んでくださったり、とい
う自然な交流も生まれています。
　公園は竣工したときが完成ではなく、地域住民が公園を活用することで、富士見町
の町民公園としていい形になっていくものだという考えのもと、子どもたち、保護者
が公園を拠点に豊かな時間を過ごせるよう、これからも活動を提案していきます。

救急法勉強会

▲大きなバケツに水が溜まるのをのぞ
き込む子どもたち。砂場に流すのが楽
しみでワクワクしているのかな。

▲重いのでお母さんに手伝って
もらって砂場に水を流します。こ
れだけのことでも、小さな子ども
の心にとっては大きな刺激です。

【日　　時】　10月17日（水）  午後7時～9時
【場　　所】　富士見町保健センター（富士見町役場隣）
【内　　容】　・一時救命処置（心肺蘇生、ＡＥＤ）
　　　　　　　・傷、ケガの応急手当
　　　　　　　　（例：骨折の応急手当ての方法）  等
【申込締切】　10月12日（金）
【申 込 先】　富士見町赤十字奉仕団事務局
　　　　　　　（住民福祉課社会福祉係）
　　　　　　　☎62-9144
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